
東京学芸大学附属高等学校 教育方針

１ 清純な、気品の高い人間
２ 大樹のように大きく伸びる自主的な人間
３ 世界性の豊かな人間

世田谷地区の附属学校の特色
新しいリーダー養成のための教育プログラム形成

現代の社会状況

１ 少子高齢化
２ 経済と社会のグローバル化
３ AI をはじめとする科学技術の急激な進歩
４ 国際情勢の不安定化

教育目標（グラデュエーションポリシー）

多様な分野でイノベーションを引き起こし、国際
社会に貢献する人間の育成



⑷ 2025 年の合格実績
① 東大、京大、東工、一橋大、国公立大医学部医学科 現役で ◯◯
② 国公立大医学部医学科（自治医大、防衛医大含む）現役で ◯◯
③ 早慶上智理科大 現役で ◯◯ （重複あり）

３ 行事と部活動
⑴ 自主的主体的で、プライオリティ重視の行事

文化祭をはじめ行事は原則生徒が企画立案実施、教員は安全に配慮

⑵ 学習との両立重視の部活動

１ カリキュラムの特色
⑴ 生涯学習者の育成
生涯学び続ける姿勢を育成し、自ら学んでいく「方法」を習得させる
1 年生と 2 年生全員が、探究活動でエージェンシーを育成する

⑵ 情報収集・分析・課題発見能力の育成
一人一台パソコンで全ての教科で ICT を活用し、 2 年生まで全教科・科
目必修で文理融合のリベラルアーツ重視の教育を行う

⑶ 多様性を活用する力の育成
タイの姉妹校をはじめ、 他国の学生・生徒と対面やインターネットで共同
研究を行うなど、共に学び、作業する過程で異なった文化・価値観の理解
を図る

⑷ 実験実習とフィールドワーク重視の『本物教育』

⑸ SSH3期目
生徒エージェンシーの育成、1年次に「地理総合」と「地学基礎」を融合さ
せた新教科「SSH地球科学」開講

２ 進路指導
⑴ 普段の授業と受験勉強を乖離させない
模試の結果による分析会と教員研修により、普段の授業に真摯に取り組む
ことが、受験の実力を養うことになる授業工夫

⑵ 長期休業期間やテスト前の講習・補習と自習室
1 年次での基礎基本徹底のための補習、大学受験を意識した長期休業期間
中の講習、一般の最終下校時刻1時間後まで開いている自習室を設置

⑶ 先輩によるキャリア教育と各種ガイダンス等での進路指導
多様な分野で活躍する先輩による講演会、 医師や教員の実態と進学を探
るガイダンス、海外大学進学を考える生徒向けガイダンス実施

地学野外実習 城ヶ島 地理実習 皇居周辺 化学実験 ほぼ毎週

林間学校（妙高高原） 辛夷祭（文化祭）３年演劇

 

４ 生活指導
⑴ 生徒の自主性を伸ばす生活指導
⑵ いじめ防止と悩みを抱えた生徒への支援

① 匿名通報システムと記名式アンケート
② SC が週３日カウンセリング
③ ネットパトロール実施


